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4.2 ヒアリの見分け方  

 ヒアリの疑いがあるアリが発見されたとしても、それが本当にヒアリであるかどうかの判定には専門家による種の

同定が必要となる。沖縄県内で疑わしいアリが発見された際には、行政や研究機関で簡易な確認を行った後、

沖縄県内の専門機関に同定を依頼する流れとなっている。具体的な同定の流れについては、主に以下の 3つの

STEPに分かれる。 
 

STEP1 肉眼で見分ける ： ヒアリの疑いがあるか？ 

      → 一般の事業者や市民でも可能 

STEP2 ルーペや実体顕微鏡で見分ける ： ヒアリ類（ヒアリやアカカミアリ）かどうか？ 

      → 地方自治体の職員、一般事業者でも可能（ヒアリ類に共通する３つの形質で確認する） 

STEP3 専門機関による同定 【ヒアリかどうか】 

      → アリ分類の専門家や経験者が顕微鏡を用いて実施 

 

4.2.1 ヒアリの見分け方 
以下は、STEP1（実寸大やサイズで確認）および STEP2（ヒアリ類に共有の 3 つの形質）の見分け方。 
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4.2.2 ヒアリの女王アリ 
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4.2.3 沖縄に生息する間違えやすいアリとヒアリとの違い ※ヒアリとの違いは赤字で表記 

 

※沖縄県の外来アリは、その多くが県内でアリの研究が始まった当初から生息しているものが多いため、世界

的な分布状況から「外来種」として判断せざるを得ない。ここでの外来種・在来種区分は、前出の Ant map アント

マップに従った。 



 - 32 - 

 

※沖縄県の外来アリは、その多くが県内でアリの研究が始まった当初から生息しているものが多いため、世界

的な分布状況から「外来種」として判断せざるを得ない。ここでの外来種・在来種区分は、前出の Ant map アント

マップに従った。 


